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プロフィール

会社概要（2024年3月末現在）

創業        1952（昭和27）年4月1日

本店          さいたま市大宮区桜木町１丁目10番地8

従業員数    2,581名（うち正行員1,870名）

資本金    457億円

上場   

 

証券コード   8336

加盟団体 全国銀行協会、全国地方銀行協会

経営理念
「地域共存」・・・豊かな地域社会の実現に寄与し、地域とともに発展します。

1969年10月 東証2部上場

1970年  8月 東証1部上場

2022年  4月 東証プライム市場移行

「顧客尊重」・・・変化を先取りした果敢な経営を展開し、組織を挙げて最良の
サービスを提供します。
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営業店 １００か店

住宅ローンセンター ８センター

法人オフィス １拠点

合計 １０９拠点

埼玉県内を中心に１００を超える拠点を展開

埼玉県 １０１拠点 店舗９３、住宅ローンセンター８

東京都 ７拠点 店舗６、法人オフィス１

茨城県 １拠点 店舗１

店舗ネットワーク
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サーキュラーエコノミーの３原則
１．廃棄物と汚染を生み出さないこと
２．製品や素材を流通・循環させ続けること
３．自然を再生させること

当行が県内の地域資源循環のハブとなり、関係機関と連携しながら、埼玉
県の循環経済と持続可能な社会の実現に貢献する

取組案
循環経済の仕組みづくりに固執せず、サーキュラーエコノミーの取組みや支
援の事例を積み上げながら、まずはスモールスタートで着手する

サーキュラーエコノミーを広義にとらえて事例づくりを開始（３R等含む）

３Ｒ：
リデュース：ごみの発生を抑制した製品づくり
リユース：同じものを繰り返し利用する
リサイクル：廃棄物を資源として再活用する

アップサイクル：
廃棄物にデザインやアイデアといった新た
な付加価値を持たせ、別の新しい製品
にアップグレードして生まれ変わらせる

サーキュラー
エコノミー
||

循環型経済

３Ｒ等
||

モノの循環

サーキュラーエコノミーへの取組み

考え方
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77

取組事例① 普及啓発イベント
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取組事例① 普及啓発イベント
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子どもたちが興味を持ちやすい「金魚すくい」
を通して、資源活用の重要さ、資源循環の
仕組みを学び、体験する場を創出



取組事例② 全国植樹祭記念タンブラー
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✓ 天皇皇后両陛下が臨席する
「四大行幸啓」のひとつ

✓ 埼玉県で66年ぶりに開催



◼ 天皇・皇后御臨席の下、各都道府県において毎年春季に開催
◼ 埼玉県では66年ぶりの開催であり、秩父地域以外でも関心を高めていく
◼ サーキュラーによるノベルティ商品が新たな話題づくりに活用できる

考察

課題・ニーズ

対象先 埼玉県（全国植樹祭）

2025年春、秩父地域で開催される全国植樹祭の盛り上げ

秩父地域以外で
は特段の活動は
なく、県内の盛り
上げが必要

環境に配慮し
たサーキュラー
関連の記念
商品を開発し、
ＰＲを強化

秩父市・小鹿野町
で開催される一大
イベント。県では専
門部署を設置し、
ＰＲに努めている

秩父地域

外部パートナー

×

×

廃棄物等を活用
したサーキュラー商
品を販売し、話題
づくりを行い、機運
を盛り上げる

アサヒユウアス社、
製造受託企業
（当行取引先）
と商品開発を協
議中

エコボトル
森のタンブラー

廃材等
を活用

取組事例② 全国植樹祭記念タンブラー
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取組事例② 全国植樹祭記念タンブラー
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取組事例② 全国植樹祭記念タンブラー
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➢ 関係者の合意形成が・・・
➢ 関係者との調整が・・・
➢ 試作品にシミが・・・
➢ 完成品の色が・・・

実際にやってみて
大変さを実感

クラウドファンディング目標達成
タンブラー完成

頭取から埼玉県知事に贈呈
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取組事例③ クラウドファンディング【鰻】
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取組事例④ クラウドファンディング【豚革】
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サーキュラーエコノミーの３原則
１．廃棄物と汚染を生み出さないこと
２．製品や素材を流通・循環させ続けること
３．自然を再生させること

当行が県内の地域資源循環のハブとなり、関係機関と連携しながら、埼玉
県の循環経済と持続可能な社会の実現に貢献する

取組案
循環経済の仕組みづくりに固執せず、サーキュラーエコノミーの取組みや支
援の事例を積み上げながら、まずはスモールスタートで着手する

サーキュラーエコノミーを広義にとらえて事例づくりを開始（３R等含む）

３Ｒ：
リデュース：ごみの発生を抑制した製品づくり
リユース：同じものを繰り返し利用する
リサイクル：廃棄物を資源として再活用する

アップサイクル：
廃棄物にデザインやアイデアといった新た
な付加価値を持たせ、別の新しい製品
にアップグレードして生まれ変わらせる

サーキュラー
エコノミー
||

循環型経済

３Ｒ等
||

モノの循環

まとめ（当初の取組方針に対して）

考え方
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（出典）環境省HP

厳密には
？

簡単では
ない

効果は？

理解

実践

普及
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